電気学会東海支部「若手セミナー」設置趣意書

平成１７年２月１２日

注意：６以下の項目はできる限り具体的にご記入下さい。判定材料となります。

	１
	テーマ　誘電・絶縁材料等の物性評価と機能の発現
	継　続

新　規

	２
	代表者
	氏　名

所　哲郎
	所　属
岐阜工業高等専門学校　電気情報工学科
	継　続


新　規

	
	
	〒501-0495

	住　所　
岐阜県本巣市上真桑２２３６－２
	

	
	
	TEL　058-320-1357
	FAX　058-320-1263
	

	
	
	E-Mail 　tokoro@gifu-nct.ac.jp
	

	３
	目的・内容

今まで、東海地区の誘電・絶縁材料分野の研究は、世界的にみても活発であり、若手研究者の数も多かった。しかしながら現在は、各大学等の研究は新しい分野や応用分野に向かいつつあり、研究ノウハウの蓄積と継承など、これらの若手研究者が相互に交流し、研究レベルの向上を図る場が崩壊しつつある。今回提案する「誘電・絶縁材料等の物性評価と機能の発現」の若手セミナーは、産・学・官の若手研究員の相互交流（情報収集、意見交換など）を活発に行うこと、研究・技術レベルの継承と向上を計ることを目的とするものである。誘電・絶縁材料は、ナノコンポジット材料、有機ELなどに代表されるように、いよいよ応用可能となってきた機能の発現や材料物性の評価など、基礎から応用に至る幅広い研究や開発が必要とされつつある。薄膜化やナノテクの利用にともなう電気物性の変化や経時的変化、さらには材料使用環境の高電界化及び過酷化にともなう各種問題の解明など、本若手セミナーは若手研究者及び技術者へ交流の場を提供し、知見を広め、東海地区に集積された技術の継承と発展を推進していくことを目的としている。

	４
	予想される効果

東海支部内の学生員をはじめとする若手研究者及び若手技術者が、本若手セミナーに関係する研究上の問題や話題提供を相互に行うことにより、専門化された分野の学会発表のみでは得られない問題解決の糸口や、研究遂行上の新しい発見が、講演会や相互討論等により得られることが期待できる。また次世代若手研究者への東海地区に集積された研究技術や知見の継承と育成、および、産学官の交流に多大な効果があると期待される。

	５
	設置期間　　　　　　　　2005年　4月　1日　～　2006年　3月　31日

	６
	予想される参加機関（具体的にお書き下さい：例　○大学×学部□学科△研究室）

名古屋大学工学部電気電子工学科　森田研究室、理工科学総合研究センター　鈴置研究室

豊橋技術科学大学電気・電子工学系　長尾・穂積研究室（幹事として村上先生参加）
名古屋工業大学電気情報工学科　水野研究室
三重大学工学部電気電子工学科　中村研究室（幹事として青木先生参加）、飯田研究室

岐阜大学工学部電気電子工学科　安田研究室、近藤研究室
信州大学工学部電気電子工学科　宮入研究室
静岡大学工学部電気・電子工学科　松本研究室
愛知工業大学電気電子工学科　落合研究室、澤研究室、小嶋研究室
名城大学理工学部電気電子工学科　清水・村本研究室、河村・山中研究室、内藤研究室
中部大学工学部電気工学科　松岡研究室
岐阜高専電気情報工学科　所研究室（代表者・世話役として参加）、北川研究室
沼津高専電子制御工学科　遠山研究室

鳥羽商船高専電子機械工学科　古森研究室
並びに
三重県科学技術振興センター、電線総合技術センター、中部電力、東芝、豊田中研、三菱電機、日本ガイシ、高岳製作所、愛知電機、神鋼電機、日東電工、住友電装、大同特殊鋼、日本高圧電気、名古屋市工研など
（一部大学等は新年度に研究室名等が変更になる可能性があります。）

	７
	年間活動予定（開催予定月、内容についてできる限り具体的にお書き下さい。）

８月から９月　　　誘電・絶縁材料に関する講演及び討論会、見学会（２名の講師を予定）

１２月から１月　　機能性材料に関する講演及び討論会（１名の講師を予定）
１月から２月　　　修士１・２年生を対象とした研究発表会並びに討論会

３月　　　　　　　学部４年生を対象とした研究発表会並びに討論会

また、東海地区の各高専に専攻科が設置されたのを踏まえて、可能な範囲で本セミナー参加大学等の紹介を含めた講演及び討論会（２名の講師を予定）を、高専等で開催したい。また、岐阜県のテクノフェアなど、東海地区で開催される産官学の技術交流会にも、可能な範囲で本セミナー参加大学・機関の関連するブースを設ける方向で検討したい。

	８
	運営予算計画（最大10万円まででご記載下さい。講師謝金は源泉徴収を含めて、２万円です。）

講演会　　　　　　２回分　　　３名の講師謝礼及び旅費　　　６万円

学生発表会　　　　２回分　　　会場設営費等　　　　　　　　４万円

を予定している。

	９
	中部電力基礎技術研究所への助成申請を希望しますか？（○を記載）

　　　　　　　１．はい　　　　　　　　　　２．いいえ

希望する場合には、年間の活動計画と予算計画（仮に＋５万円と考えてください）をどのようにするのか下記にご記載下さい。

講演会　１回分　２名の講師を予定。　　講師謝礼並びに旅費　５万円
（東海地区で開催される産官学の技術交流会に、本セミナー参加大学・機関の積極的な参加が得られるのであれば、その会場設営費（ブース参加費）等に充てることも計画したい。たとえば９月開催予定の岐阜県工業会等による岐阜テクノフェア（およそ延べ３万人程度の入場を計画中）等への積極的な本セミナー紹介ブースの展示を計画したい。）


　　　上記の申請を承認します。

　　尚、活動経費として（　　　　　　）円を援助します。

　　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　電気学会東海支部長

